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社協だより社協だより

　

７
月
６
日
㈬
、
高
山
村
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
世
代
間
交
流
事
業
と
し
て
、
更
生

保
護
女
性
会
及
び
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
女
性
委
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利

用
す
る
親
子
の
皆
さ
ん
と
「
作
っ
て
あ

そ
ぼ
う
七
夕
さ
ま
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
14
組
31
人
の
親
子
が
参
加
し
、

網
飾
り
（
天
の
川
）
や
吹
き
流
し
な
ど

を
作
り
、
願
い
事
を
書
い
た
短
冊
と
と

も
に
笹
に
飾
り
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
お
母
さ
ん
と
一
緒

に
折
り
紙
を
切
っ
た
り
、
飾
り
付
け
を

す
る
な
ど
、
と
て
も
上
手
に
仕
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
お
母
さ
ん
か
ら
は
「
季
節
の

行
事
を
子
ど
も
た
ち
に
体
験
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
楽
し
か
っ
た
」「
子
ど
も
と
一

緒
に
飾
り
付
け
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影
を

行
い
、
帰
宅
す
る
際
は
、
飾
り
付
け
し

た
笹
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

掲載記事
社協の決算……………………… 2
小学生サバイバル飯作り……… 3
高齢者の料理教室開催  他……… 3
社協からのお知らせ  他………… 4
社協の役職員紹介……………… 4

社協だよりは、赤い羽根共同募金の
配分金で発行されています。

参加者全員で記念撮影

網飾りや吹き流しを作る親子 願い事を書いた短冊を笹に飾り付け

世代間交流 七夕飾り作り世代間交流 七夕飾り作りをを開催開催
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　令和４年度第１回理事会及び定時評議員会を６月に開
催し、令和３年度事業報告、一般会計資金収支決算が原
案どおり承認されました。
　令和３年度の収入総額は２億 7,968 万３千円で、前年
度に比べて 705 万１千円の増となりました。
　一方、支出総額は１億 8,457 万５千円で、前年度に比
べて 66万６千円の増となっております。
　今後も「誰もが住みなれた地域で安心して暮らし続け
るために」利用者の立場に立ち、満足の得られる地域福
祉サービスに努めてまいります。

令和３年度 社協収支決算の概要令和３年度 社協収支決算の概要

会費 2,138

就労支援 1,217障がい福祉
16,379

介護保険介護保険
124,972124,972

繰越金繰越金
88,72388,723

繰入金 10,213

寄付金収入
99 補助金 10,009

受託金 17,353
貸付事業 5

事業収入 1,370

その他
3,131

積立資産取崩
3,901

負担金 173負担金 173

収 入
279,683

収入の状況収入の状況

支出の状況支出の状況
（単位：千円）

法人運営法人運営
24,76424,764

地域福祉地域福祉
2,4102,410

居宅介護支援居宅介護支援
23,51623,516

訪問介護等訪問介護等
16,82216,822

通所介護通所介護
77,53177,531

支 出
184,575

◆就労継続支援B型事業所
◆フラワーセンター一般就労が困難な方を対象に、

働く場を提供し、知識及び能力
向上の訓練を実施しました。
・年間開所日……………… 238 日
・利用延べ人数………… 1,885 人

Ｂ型通所者及び共同作業所
の就労訓練の場として花鉢
等を栽培し販売するほか、
村内の花いっぱい運動事業
へ苗を供給しました。

　7,820 鉢販売

◆通所介護事業
デイサービスセンターにおいて、送迎
により、入浴、機能訓練、レクリエーショ
ン、食事等のサービスを提供しました。     
・年間稼働日数…………………… 302 日
・利用延べ人数
　　介護保険………………… 7,695 人
　　障がい自立支援…………… 286 人

高齢者センター高齢者センター
9,1569,156

総合事業総合事業
10,72810,728

◆法人運営事業
社協の適正運営及び組織体制の充実
を図るとともに、職員の専門性を活
かし、資質向上に努めました。

ケアマネジャーが利用者や介護者家族の
状況、希望を総合調整し、適切な介護サー
ビス計画（ケアプラン）を作成し、在宅
介護を支援しました。
・ケアプラン作成件数………… 2,146 件
・障がいサービス計画作成件数…… 27 件

◆訪問介護事業

◆総合事業

ホームへルパーが利用者宅を訪
問し、身体介護及び生活援助の
サービスを提供しました。
・年間提供日数……………365 日
・利用回数　
　　介護保険………… 3,641 回
　　障がい自立支援……478 回
・軽度生活支援……………151 回

高齢者交流センター「松の湯荘」
において、送迎により運動、レ
クリエーション、入浴・食事等
のサービスを提供しました。
・開所日…………………… 255 日
・利用延べ人数………… 1,892 人

◆居宅介護支援事業・相談支援事業

村内の高齢者の皆さんに交流
や入浴等のため施設を利用し
て頂きました。
・高齢者センター
　　開所日……………323 日
　　利用延べ人数… 8,641 人
　（7月～ 9月熱中症対策により

無料開放）
・松の湯荘
　　利用延べ人数… 1,892 人

◆高齢者福祉センター
管理運営事業

就労継続就労継続
支援 B 型支援 B 型
12,76312,763

フラワーセンターフラワーセンター
6,8856,885

・ボランティア育成支援
・サロン事業支援
・金銭管理、財産保全サービス
・福祉団体育成
・福祉輸送サービス
・結婚相談
・くらしの資金、生活福祉資
金貸付
　　　　　　　　　　など

◆地域福祉推進事業

（単位：千円）
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７
月
16
日
㈯
、
高
山
小
学
校

わ
く
わ
く
村
と
高
山
村
社
会
福

祉
協
議
会
の
共
催
で
、
小
学
生

サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
「
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
・
サ
バ
イ
バ

ル
飯
」
を
高
山
小
学
校
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
村
総
務
課
危
機
管

理
防
災
係
の
担
当
者
か
ら
、
防

災
倉
庫
の
役
割
や
備
蓄
品
に
関

す
る
説
明
を
受
け
た
後
、
調
理

器
具
が
無
く
て
も
ご
飯
が
炊
け

　

７
月
９
日
㈯
、就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
事
業
所
で
は
、利
用
者
の
皆

さ
ん
６
人
が
参
加
し
、楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
交
流
の
場
「
た
の

し
サ
ロ
ン
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
順
番

に
一
個
ず
つ
抜
き
取
り
、
頂
上

に
積
み
上
げ
て
い
く
ジ
ェ
ン
ガ

ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
の
後
は
、小
布
施
町
の

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
店
を
訪
れ
、栗

や
い
ち
ご
味
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
を
食
べ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

出
掛
け
る
こ
と
が
少
な
か
っ

た
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

「
た
の
し
サ
ロ
ン
」
に
集
ま
り

交
流
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
５
日
㈫
か
ら
11
日
㈪
ま

で
の
１
週
間
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
は
七
夕
飾
り
を
行
い

ま
し
た
。

　

動
作
訓
練
室
の
壁
に
笹
の
絵

を
描
い
た
大
き
な
紙
を
貼
付

け
、
そ
こ
に
利
用
者
の
皆
さ
ん

が
書
い
た
短
冊
を
一
つ
ひ
と
つ

丁
寧
に
貼
付
け
ま
し
た
。

　

願
い
事
を
書
い
た
短
冊
に
は
、

　

松
の
湯
倶
楽
部
は
、
山
田
温

泉
の
「
松
の
湯
荘
」
を
利
用
し

て
実
施
す
る
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

　

自
立
支
援
を
推
進
す
る
た
め

要
介
護
状
態
と
な
る
前
の
高
齢

者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
生
活

機
能
向
上
の
た
め
に
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
―
に
よ
る
機
能
訓
練
を

行
っ
た
り
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
入
浴
な
ど
の
ほ
か
、食
事
は
利

用
者
の
皆
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
が

一
緒
に
調
理
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、季
節
ご
と
の
楽
し
み
と

し
て
、
春
に
は
村
内
の
桜
の
花

見
、秋
は
紅
葉
狩
り
、冬
至
に
は
、

ゆ
ず
湯
な
ど
季
節
に
応
じ
た
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

る
「
サ
バ
イ
バ
ル
飯
作
り
」
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ビ
ー
ル
の
空
き
缶

２
個
と
燃
料
用
の
牛
乳
パ
ッ
ク

３
個
を
使
用
し
、
１
缶
は
上
蓋

を
切
り
取
っ
た
空
き
缶
に
米

１
２
０
ｇ
と
水
を
入
れ
、
も
う

１
缶
は
、か
ま
ど
を
作
り
、か
ま

ど
の
穴
か
ら
短
冊
に
切
っ
た
牛

乳
パ
ッ
ク
を
燃
や
す
こ
と
で
、

ご
飯
が
炊
き
上
が
り
ま
す
。

　

燃
料
を
追
加
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
が
難
し
く
、少
し
遅
れ
る
と
火

が
消
え
て
し
ま
う
た
め
燃
料
投

入
に
は
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
親
子
10
組
の
皆
さ

ん
か
ら
は
、「
火
力
が
弱
く
て

上
手
く
炊
け
な
か
っ
た
」「
ち
ょ

と
だ
け
、
ご
飯
が
硬
か
っ
た
け

ど
美
味
し
か
っ
た
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

火が消えないよう火力を調整する参加者

鮭の包み揚げに挑戦する参加者

夏バテ予防健康料理の完成

短冊を丁寧に貼り付ける
利用者の皆さん

小
学
校
わ
く
わ
く
村

小
学
校
わ
く
わ
く
村  

サ
バ
イ
バ
ル
飯
作
り

サ
バ
イ
バ
ル
飯
作
り

就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
事
業
所
で

た
の
し
サ
ロ
ン
を
開
催

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
のの
七
夕
飾
り

七
夕
飾
り

松
の
湯
倶
楽
部
っ
て

松
の
湯
倶
楽
部
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ

ど
ん
な
と
こ
ろ

　

６
月
10
日
㈮
、
保
健
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
独
り
暮
ら

し
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に

シ
ル
バ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
村
健
康
福
祉
課
の

担
当
者
か
ら
認
知
症
予
防
に
役

立
つ
「
脳
の
鍛
え
方
」
に
つ
い

て
お
話
を
お
聞
き
し
た
後
、
食

生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
皆
さ

ん
及
び
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

女
性
委
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、夏
バ
テ
予
防
健
康
料
理
「
鮭

の
包
み
揚
げ
・
お
く
ら
和
え
・

み
そ
け
ん
ち
ん
・
フ
ル
ー
ツ
サ

ン
ド
」
の
４
品
に
挑
戦
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
男
性
の
皆
さ
ん
は
、

独
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
料
理
教
室

春
巻
き
の
皮
に
、生
鮭
な
ど
を
上

下
左
右
に
包
む
際
、ぎ
こ
ち
な
い

手
つ
き
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

　

完
成
し
た
料
理
は
皆
さ
ん
で

試
食
し
、
お
互
い
交
流
を
深
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
メ
ロ
ン
が
食
べ
た
い
」「
宝
く

じ
当
た
れ
」「
早
く
元
気
に
な
り

た
い
」
な
ど
思
い
思
い
の
願
い

が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
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会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
会
費
は
、72
万
３
千

円
と
な
り
ま
し
た
。区
の
役
員
さ

ん
を
通
じ
て
納
入
し
て
い
た
だ

き
、大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

７
月
１
日
㈮
か
ら
９
月
30
日

㈮
ま
で
の
３
ヶ
月
間
は
、
熱
中

症
予
防
対
策
の
た
め
高
齢
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
無
料
開
放
し
て

い
ま
す
。

　

７
月
か
ら
９
月
ま
で
は
気
温

が
高
く
な
り
、
熱
中
症
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
エ
ア
コ

ン
の
入
っ
た
休
憩
室
や
休
憩
ス

ペ
ー
ス
で
快
適
に
過
ご
し
て
い

た
だ
き
、
健
康
保
持
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

　
「
生
活
に
困
っ
て
い
る
が
頼
れ

る
人
が
い
な
い
」「
病
気
が
あ
り

仕
事
や
生
活
が
不
安
」「
ひ
き
こ

も
り
状
態
か
ら
抜
け
出
し
た
い
」

な
ど
、
生
活
や
就
労
で
お
困
り

の
方
は
、
長
野
生
活
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
「
ま
い
さ
ぽ
」
が
総

合
的
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
山
村
社
協
で
は
、
県
と
連

携
し
て
「
ま
い
さ
ぽ
出
張
相
談

所
」
を
開
設
し
、
県
の
相
談
員

に
よ
る
相
談
体
制
を
整
え
て
い

ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

本
誌
掲
載
の
記
事
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
は
、

高
山
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
４
２
︱
１
２
２
０　

ま
で

ご芳志

　ご寄付に対し、心より御礼
申し上げます。

令和３年度区長会 様
　　　　金 2 6 , 0 0 0 円

匿名希望 様
　　　　紙おむつ　２袋
　　　　紙パット　２袋

須高広域シルバー人材センター
　会員互助会　みつば会 様

　　　　金 3 0 , 0 0 0 円

なかひら  山崎 富士江 様
しょうぶ

（デイサービスセンターのしょうぶ湯
に使わせていただきました。）

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

日
赤
会
費
の
納
入

生
活
や
就
労
な
ど
で
お
困
り
の
方
の

生
活
や
就
労
な
ど
で
お
困
り
の
方
の

総
合
的
支
援
を
行
い
ま
す

総
合
的
支
援
を
行
い
ま
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

社
協
役
員
の
紹
介

会
　
　
長　
内
山　

信
行

副 

会 

長　
藤
沢　

敏
和

副 

会 

長　
日
向　

健
二

常
務
理
事　
堀　
　

一
生

理
　
　
事　

　

髙
井　

央
葉　

 

中
村　

雪
子

　

久
保
田　

守　

 

涌
井　

富
生

　

小
林　

誠
二　

 

山
田
麻
記
子

　

大
川　

恵
美　

 

松
本　

和
子

監
　
　
事

　

中
村　

義
忠　

 

関
谷
小
一
郎

評 

議 

員

　

浦
埜　

愛
子　

 

小
板
橋
千
文

　

滝
澤
み
き
枝　

 

田
尻　

陽
子

　

宮
川
千
惠
子　

 

黒
岩　

道
子

　

山
﨑　

裕
子　

 

坪
井
林
一
郎

　

湯
本　

律
子　

 

山
嵜　
　

泉

　

西
堀　

節
子　

 

山
岸　

弘
子

　

黒
岩　

隆
三　

 

松
本　

利
昭

ま
い
さ
ぽ
信
州
長
野

　

場
　
所

　
　
長
野
市
中
御
所
岡
田
98
︱
１

長
野
保
健
福
祉
事
務
所
庁
舎
内

　

☎
２
６
７
―
７
０
８
８

　

相
談
受
付
時
間

　
　

９
：
30
～
17
：
00

　
　
〔
月
～
金
（
休
日
を
除
く
）〕

ま
い
さ
ぽ
出
張
相
談
所

　
（
高
山
村
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

場
　
所

　
　
高
山
村
大
字
牧
１
３
０
―
１

　
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内

　

☎
２
４
２
―
１
２
２
０

　

相
談
受
付
時
間

　
　

８
：
30
～
17
：
15

　
　
〔
月
～
金
（
休
日
を
除
く
）〕

　

日
赤
会
費
は
、
地
震
や
風
水

害
な
ど
災
害
が
発
生
し
た
際
の

災
害
救
護
活
動
を
始
め
、
医
療

事
業
・
血
液
（
献
血
）
事
業
、

国
際
活
動
な
ど
、
命
を
つ
な
ぐ

９
つ
の
赤
十
字
事
業
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
引
き

続
き
活
動
に
賛
同
し
て
い
た
だ

け
る
新
規
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
高
山
村
社
会
福
祉

協
議
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

☎
２
４
２
―
１
２
２
０

「
家
に
居
る
よ
り
快
適
で
過
ご
し

や
す
い
」「
汗
を
か
い
た
後
の
風

呂
は
気
持
ち
い
い
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

熱
中
症
予
防
の
た
め

熱
中
症
予
防
の
た
め

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
をを
無
料
開
放

無
料
開
放
し
て
い
ま
す

し
て
い
ま
す


